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屏風や絵巻，古地図などの比較的大型で対象や文字が細かく記載されている歴史資料の画像を非
常に高精細にデジタル化し，これを任意の移動と拡大・縮小が可能で，資料中の対象の解説を表示
できるよう研究開発した歴史資料自在閲覧システムに適用した超高精細デジタル資料を，展示や資
料研究の場で活用してきた。洛中洛外図屏風の超高精細デジタル資料に関しては，幾つかの企画展
示と，総合展示で秋に実物の歴博甲本を展示する際に公開し，2010 年 4 月より常設している。

今後の展示の企画等に反映できるよう，利用者の閲覧行動に視点をおいて，超高精細デジタル資
料がどのように閲覧されているかを明らかにすることを目的として，これらの公開の際に収集した
利用記録を分析し，以下を明らかにした。

常設では，閲覧システムの操作に不慣れで充分な閲覧をしない利用者が多い。企画展示と秋公開
では，閲覧システムに慣れた利用者が多く，じっくり閲覧している。

閲覧システムが利用される度合いは，その展示場での配置順に影響を受け，先頭で高く，後方程
低下する。但し，先方では，操作を少し行って立ち去る利用者がある。後方ほど画像を移動しなが
らじっくりと閲覧する傾向を見せる。

最も高精細にデジタル化した歴博甲本においても，原画像の倍率より拡大した閲覧がある。超高
精細画像を適用する有効性が認められる。

常設を除き，資料の中央部だけでなく，資料全体が広く閲覧されている。多くの利用者は，解説
表示がある場合，これを参照して閲覧する個所を選んでいる。解説表示は，一種のナビゲーション
の役割を果たしている。

この他，対象毎の連動比較表示の一見分かりにくい動きに対して問題なく閲覧されていること，
統合モードにおいて，マニュアルとシナリオの機能が半々で利用され，シナリオからマニュアルへ
の移行があり，導入の目的を達していることが確認された。
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